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全
管
連
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
法

�
（
仮
称
）
制
定
を
目
指
す

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト　
　

�
会
長　

佐
々
木　

一

新
年
の
ご
挨
拶
で
も
御
報
告
の

通
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
管
連
は
新
た
な

運
動
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
に
関
す
る

法
制
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
４
月
名
古
屋
で
開
か
れ
た

全
国
代
表
者
会
議
の
決
議
を
受
け

て
、
５
月
～
７
月
に
、
国
交
省
、

環
境
省
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公

明
党
、
に
対
し
基
本
法
の
制
定
提

言
・
説
明
を
致
し
ま
し
た
。

こ
の
法
制
化
を
め
ぐ
る
運
動

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
為
の

CO
2

の
負
荷
を
少
な
く
し
、
環
境

保
全
に
役
立
て
る
こ
と
に
結
び
つ

く
も
の
で
す
。

全
管
連
の
方
針
は
、
全
政
党
の

党
派
を
超
え
た
協
力
体
制
づ
く
り

を
前
提
に
し
た
、
内
閣
府
の
提
案

で
法
制
化
を
図
る
考
え
で
す
。

全
管
連
で
云
う
再
生
化
法
と

は
、
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
を
適
正
に

維
持
管
理
し
、
築
後
１
０
０
年
程

度
は
、
住
み
続
け
ら
れ
る
事
を
目

指
し
、
そ
の
時
代
の
生
活
ス
タ
イ

ル
や
社
会
的
な
求
め
や
必
要
に
応

じ
て
再
生
を
行
い
、
長
寿
命
化
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
の
核
た
る
主
な
基
準
は
、
⑴

超
寿
命
化
で
き
る
よ
う
な
適
正
な

維
持
保
全　

⑵
耐
震
性
の
確
保　

⑶
内
装
や
設
備
の
更
新
で
生
活
水

準
を
向
上
さ
せ
る
等
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
基
準
を
ク
リ
ア
ー
す

る
に
は
、
区
分
所
有
法
等
、
現
行

法
の
改
正
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

再
生
技
術
の
開
発
、
専
門
技
術
者

及
び
事
業
者
を
育
成
強
化
す
る
こ

と
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。

以
下
の
内
容
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン

再
生
（
仮
称
）
の
法
制
化
」
を
め

ぐ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
管
連
の
提
言
文
書

を
事
務
局
で
要
約
し
た
も
の
で
す
。

・
住
宅
政
策
の
転
換
と
環
境
保
護

�

省
資
源
化
へ
の
流
れ

２
０
０
６
年
に
な
る
と
大
き
な

転
換
が
起
こ
り
ま
し
た
。

政
府
の
政
策
が
従
来
の
フ
ロ
ー

中
心
か
ら
ス
ト
ッ
ク
重
視
に
切
り

替
わ
り
、「
法
制
度
も
住
生
活
基

本
法
」
が
制
定
さ
れ
、「
ス
ト
ッ

ク
重
視
」
の
体
制
作
り
の
具
体
化

に
向
か
う
と
期
待
し
た
も
の
の
ま

だ
ま
だ
遅
遅
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
流
れ
は
、
２
０

０
２
年
建
て
替
え
円
滑
化
法
の
制

定
、
区
分
所
有
法
改
正
の
議
論
か

ら
将
来
の
住
宅
管
理
の
あ
り
方
が

国
会
の
付
帯
決
議
で
可
決
さ
れ
た

事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
資
源
を
大

切
に
使
う
、CO

2

発
生
を
制
御
す

る
考
え
方
の
広
が
り
に
合
わ
せ

て
、
建
て
替
え
し
か
選
択
肢
が
な

い
こ
と
は
、
問
題
視
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
す
。

・
適
切
な
建
物
管
理
と
良
好
な

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

住
居
は
あ
く
ま
で
も
第
一
義
的

に
は
、「
生
活
の
為
の
用
具
で
あ

り
、
自
然
環
境
か
ら
家
族
を
守
る

た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
最
低
文
化

的
な
生
活
を
保
障
す
る
施
策
と
し

て
住
宅
政
策
は
施
行
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
す
。
全
管
連
は
、
１
９
８

６
年
の
創
設
以
来
建
物
の
安
全
を

確
保
す
る
為
の
適
切
な
維
持
管
理

の
必
要
性
と
マ
ン
シ
ョ
ン
固
有
の

特
性
で
あ
る
共
同
生
活
と
共
同
管

理
の
基
礎
条
件
を
作
る
・
良
好
な

マ
ン
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必

要
を
強
調
し
て
今
日
ま
で
２４
年
間

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
３
倍
に
増
え

て
、
２
０
０
８
年
に
は
、
居
住
人

口
は
、
１
３
０
０
万
人
と
な
り
、

都
市
に
お
け
る
居
住
形
態
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

住
宅
政
策
の
中
心
は
、
相
変
わ
ら

ず
新
築
（
フ
ロ
ー
）
で
あ
り
、
３０

年
老
朽
化
説
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

野
放
し
に
し
た
従
来
の
踏
襲
が
続

き
ま
し
た
。

・
求
め
続
け
た
「
再
生
」

全
管
連
は
、
２
０
０
２
年
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え
円
滑
化
法
の

制
定
及
び
区
分
所
有
法
の
改
正
に

対
し
て
、
政
府
及
び
各
党
に
要
望

と
意
見
書
を
提
出
す
る
と
共
に
、

大
規
模
な
集
会
を
開
催
し
て
マ
ン

シ
ョ
ン
建
て
替
え
と
い
う
一
般
的

な
政
策
で
は
な
く
「
再
生
」
と
い

う
適
切
な
維
持
管
理
と
建
物
の
長

期
使
用
を
促
す
政
策
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
法
律
体
制
に
は
取

り
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

区
分
所
有
法
改
正
の
付
帯
決
議
と

し
て
衆
参
両
院
で
次
の
よ
う
な
内

ＩＳＯ９００１・１４００１に裏づけされた高品質な

工事と誠実なアフターケア環境にやさしい

リニューアルを提供します。
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容
を
盛
り
込
む
事
が
出
来
ま
し
た
。

「
環
境
保
全
、
高
齢
者
、
障
害

者
居
住
等
の
視
点
か
ら
マ
ン
シ
ョ

ン
の
長
命
化
を
図
る
為
の
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
事
。

又
、
マ
ン
シ
ョ
ン
長
寿
命
化
や

再
生
に
関
す
る
調
査
研
究
を
促
進

す
る
こ
と
」
で
あ
り
ま
す
。

・
良
好
な
住
環
境
成
へ
の
持
続

�

可
能
な
取
り
組
み

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え

て
こ
の
度
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
法

（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め
る
提
言

を
発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
云
う
「
再
生
」
と
は
、

「
主
要
な
構
造
躯
体
を
残
し
な
が

ら
、
部
分
的
な
改
善
・
改
良
・
設

備
の
更
新
等
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
時
代
の
住
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
る
事
」
を
云
い
ま
す
。

「
再
生
」
と
い
う
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
の
新
た
な
選
択
肢
を
得
る
こ

と
に
、
従
来
「
建
て
替
え
」
と
い

う
選
択
肢
し
か
な
か
っ
た
時
の
住

民
間
の
対
立
や
そ
れ
に
伴
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
と
い
っ
た
問

題
、
更
に
環
境
保
護
・
省
資
源
化

へ
の
逆
行
と
い
う
問
題
か
ら
解
放

さ
れ
「
再
生
」
と
い
う
持
続
可
能

な
方
法
に
よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン

に
住
み
続
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

成
長
と
良
好
な
住
環
境
の
形
成
に

取
り
組
む
条
件
を
生
み
だ
す
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

以
上
、「
再
生
法
」
に
対
す
る

全
管
連
１９
団
体
の
意
見
を
ま
と
め

た
提
言
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

・
再
生
法
制
定
を
目
指
す
議
員

�

総
会
・
全
国
集
会
の
報
告

三
月
九
日
、
東
京
で
議
員
総
会
、

全
国
集
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

＊「
議
員
集
会
報
告
」

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
参
議

院
議
員
会
館
で
開
か
れ
た
議
員
集

会
に
は
、
全
管
連
加
盟
１６
団
体
３０

名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。
埼
管
ネ

ッ
ト
か
ら
は
、
佐
々
木
会
長
、
長

谷
山
・
福
田
両
拡
大
委
員
会
理
事

の
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

国
会
議
員
の
出
席
は
、
与
党
を

中
心
に
議
員
本
人
出
席
が
６
名
、

代
理
（
秘
書
）
出
席
が
２
名
と
多

く
の
議
員
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
各
議
員
か
ら
マ
ン

シ
ョ
ン
問
題
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
再

生
法
に
対
す
る
意
見
を
表
明
し
て

頂
き
ま
し
た
。

＊
出
席
国
会
議
員

「
民
主
党
」

・
参
議
院
議
員　

中
村
哲
治
氏

・
衆
議
院
議
員　

川
内
博
史
氏

・
衆
議
院
議
員　

辻　
　

恵
氏

・
衆
議
院
議
員　

三
井　

雄
氏

・
参
議
院
議
員　

水
戸
将
史
氏

「
自
民
党
」

・
衆
議
院
議
員　

菅　

義
偉
史

「
日
本
共
産
党
」

・
衆
議
院
議
員　

穀
田
恵
二
氏

な
お
、
こ
の
議
員
集
会
に
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞
の
荒
井
記

者
と
神
奈
川
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ

の
北
見
記
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

＊「
全
国
集
会
報
告
」

夜
６
時
３０
分
、
一
ツ
橋
日
本
教

育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
全
国
集
会

に
は
、
全
管
連
加
盟
１７
団
体
を
中

心
に
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
埼
管
ネ
ッ
ト
か
ら
は
、
議
員

集
会
に
出
席
し
た
３
名
の
他
に
白

倉
副
会
長
、
マ
ン
総
研
の
喜
田
理

事
長
の
５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

又
、
国
会
議
員
も
４
名
出
席
し
ま

し
た
。

当
日
、
会
場
は
満
員
の
出
席
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
全
管
連
、
省
エ

ネ
再
生
西
尾
委
員
の
司
会
で
始
ま

り
、
穐
山
精
吾
会
長
の
主
催
者
挨

拶
、
山
本
育
三
全
管
連
省
エ
ネ
再

生
委
員
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生

法
の
趣
旨
説
明
、
谷
垣
千
秋
事
務

局
長
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
出
席
さ
れ
た
国

会
議
員
の
先
生
方
か
ら
再
生
法
に

対
す
る
真
剣
な
意
見
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
各
団

体
の
代
表
の
皆
様
か
ら
長
寿
命

化
、
再
生
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
積
極
的
な
提
案
や
ご
意
見
を
頂

く
事
が
出
来
ま
し
た
。

＊
出
席
国
会
議
員

「
民
主
党
」

・
参
議
院
議
員　

中
村
哲
治
氏

・
衆
議
院
議
員　

辻　
　

恵
氏

「
公
明
党
」

・
衆
議
院
議
員　

大
口
善
德
氏

「
み
ん
な
の
党
」

・
衆
議
院
議
員　

柿
沢
未
途
氏

な
お
、
共
産
党
の
穀
田
議
員

は
、
両
集
会
共
出
席
が
で
き
な
か

っ
た
為
、
書
面
で
意
見
を
提
出
し

て
頂
き
ま
し
た
。


